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１ 小牧駅市役所線 （ 幹 線 系 路 線 小 牧 駅 系 統 ）  

 市 内 の 中 で も 利 用 の 多 い 、 小 牧 駅 、 小 牧 市 民 病 院 、 小 牧 市 役 所 を 結 び 、 市 内 の 中

心 拠 点 を 運 行 車 両 ２ 台 で ピ ス ト ン 運 行 す る 路 線 で す 。  

 小 牧 駅 を 乗 り 継 ぎ 拠 点 と し 、 鉄 道 、 民 間 路 線 バ ス 、 他 の 幹 線 系 路 線 小 牧 駅 系 統 と

接 続 す る ほ か 、 小 牧 市 民 病 院 に お い て は 、 支 線 系 路 線 市 民 病 院 系 統 と 接 続 し ま す 。 

ま た 、乗 り 継 ぎ の 利 便 性 向 上 の た め 、「 12  文 津 線 」と 合 わ せ 、当 該 区 間 を 約 15

分 に 一 本 の 運 行 間 隔 と し ま す 。 ま た 、 「 ３  藤 島 線 」 も 当 該 区 間 を 運 行 し 、 補 完 し

ま す 。  

 

図  １  小牧駅市役所線ルート 図  

 

 

  

※ バ ス 停 位 置 に つ い て は 、上 下 線 の 位 置 が 異 な る 既 設 バ ス 停 に お い て 便 宜 上 １ 箇 所 で ま と め て 記 載 し て い ま す 。 

※ 各 路 線 図 は 全 体 路 線 図 か ら 抜 き 出 し て 作 成 し て い る た め 、 地 図 と ず れ て い る 場 合 が あ り ま す 。  

再 編 資 料 ２ ʷ ３  路線別路線図  
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２ 河内屋線 （ 幹 線 系 路 線 小 牧 駅 系 統 ）  

 中 心 拠 点 で あ る 小 牧 駅 を 起 点 と し 、 パ ー ク ア リ ー ナ 小 牧 を 経 由 し 、 横 内 、 河 内 屋

新 田 、 入 鹿 出 新 田 を 結 ぶ 路 線 で す 。  

 小 牧 駅 を 乗 り 継 ぎ 拠 点 と し 、 鉄 道 、 民 間 路 線 バ ス 、 「 １  小 牧 駅 市 役 所 線 」 を は

じ め と し た 他 の 幹 線 系 路 線 小 牧 駅 系 統 と 接 続 す る ほ か 、大 口 町 内 に お い て 大 口 町 コ

ミ ュ ニ テ ィ バ ス に 接 続 し ま す 。  

 

図  ２  河内屋線  ルート図  

  

※ バ ス 停 位 置 に つ い て は 、上 下 線 の 位 置 が 異 な る 既 設 バ ス 停 に お い て 便 宜 上 １ 箇 所 で ま と め て 記 載 し て い ま す 。 

※ 各 路 線 図 は 全 体 路 線 図 か ら 抜 き 出 し て 作 成 し て い る た め 、 地 図 と ず れ て い る 場 合 が あ り ま す 。  
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３ 藤島線 （ 幹 線 系 路 線 小 牧 駅 系 統 ）  

 中 心 拠 点 で あ る 小 牧 駅 を 起 点 と し 、 小 牧 市 民 病 院 、 小 牧 市 役 所 を 経 由 し 、 地 域 拠

点 で あ る 藤 島 を 結 び 、 「 １  小 牧 駅 市 役 所 線 」 を 補 完 す る 役 割 も 担 う 路 線 で す 。  

 小 牧 駅 を 乗 り 継 ぎ 拠 点 と し 、 鉄 道 、 民 間 路 線 バ ス 、 他 の 幹 線 系 路 線 小 牧 駅 系 統 と

接 続 す る ほ か 、 小 牧 市 民 病 院 に お い て は 、 支 線 系 路 線 市 民 病 院 系 統 と 接 続 し ま す 。 

 ま た 藤 島 に お い て は 、 名 鉄 バ ス 間 内 岩 倉 線 と 接 続 し て お り 、 地 域 拠 点 と し て 交 通

結 節 点 の 役 割 を 担 い ま す 。  

 

図  ３  藤島線  ルート図  

  

※ バ ス 停 位 置 に つ い て は 、上 下 線 の 位 置 が 異 な る 既 設 バ ス 停 に お い て 便 宜 上 １ 箇 所 で ま と め て 記 載 し て い ま す 。 

※ 各 路 線 図 は 全 体 路 線 図 か ら 抜 き 出 し て 作 成 し て い る た め 、 地 図 と ず れ て い る 場 合 が あ り ま す 。  
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４ 市之久田線 （ 幹 線 系 路 線 小 牧 駅 系 統 ）  

 中 心 拠 点 で あ る 小 牧 駅 を 起 点 と し 、小 牧 口 駅 、南 部 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー ふ ら っ

と み な み を 経 由 し 、 第 2 老 人 福 祉 セ ン タ ー 小 針 の 郷 を 結 ぶ 路 線 で す 。  

 小 牧 駅 を 乗 り 継 ぎ 拠 点 と し 、 鉄 道 、 民 間 路 線 バ ス 、 他 の 幹 線 系 路 線 小 牧 駅 系 統 と

接 続 す る ほ か 、 小 牧 口 駅 に お い て も 鉄 道 と 接 続 し て い ま す 。  

 ま た 本 路 線 は 、 「 ５  小 牧 原 線 」 と 交 互 に 運 行 し 、 バ ス １ 台 で ２ 路 線 を ま か な い

ま す 。  

 

図  ４  市之久田線  ルート図  

  

※ バ ス 停 位 置 に つ い て は 、上 下 線 の 位 置 が 異 な る 既 設 バ ス 停 に お い て 便 宜 上 １ 箇 所 で ま と め て 記 載 し て い ま す 。 

※ 各 路 線 図 は 全 体 路 線 図 か ら 抜 き 出 し て 作 成 し て い る た め 、 地 図 と ず れ て い る 場 合 が あ り ま す 。  
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５ 小牧原線 （ 幹 線 系 路 線 小 牧 駅 系 統 ）  

 中 心 拠 点 で あ る 小 牧 駅 を 起 点 と し 、東 田 中 県 住 を 経 由 し 、小 牧 原 駅 を 結 ぶ 路 線 で

す 。  

 小 牧 駅 を 乗 り 継 ぎ 拠 点 と し 、 鉄 道 、 民 間 路 線 バ ス 、 他 の 幹 線 系 路 線 小 牧 駅 系 統 と

接 続 す る ほ か 、 小 牧 原 駅 に お い て も 鉄 道 、 民 間 路 線 バ ス と 接 続 し て い ま す 。  

 ま た 本 路 線 は 、 「 ４  市 之 久 田 線 」 と 交 互 に 運 行 し 、 バ ス １ 台 で ２ 路 線 を ま か な

い ま す 。  

 

図  ５  小牧原線  ルート図  

  

※ バ ス 停 位 置 に つ い て は 、上 下 線 の 位 置 が 異 な る 既 設 バ ス 停 に お い て 便 宜 上 １ 箇 所 で ま と め て 記 載 し て い ま す 。 

※ 各 路 線 図 は 全 体 路 線 図 か ら 抜 き 出 し て 作 成 し て い る た め 、 地 図 と ず れ て い る 場 合 が あ り ま す 。  
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６ 岩崎線 （ 幹 線 系 路 線 小 牧 駅 系 統 ）  

 中 心 拠 点 で あ る 小 牧 駅 を 起 点 と し 、 市 民 会 館 、 岩 崎 団 地 を 経 由 し 、 地 域 拠 点 で あ

る 味 岡 駅 を 結 ぶ 路 線 で す 。  

 小 牧 駅 を 乗 り 継 ぎ 拠 点 と し 、 鉄 道 、 民 間 路 線 バ ス 、 他 の 幹 線 系 路 線 小 牧 駅 系 統 と

接 続 す る ほ か 、 味 岡 駅 に お い て も 鉄 道 、 幹 線 系 路 線 味 岡 駅 系 統 、 支 線 系 路 線 味 岡 駅

系 統 と 接 続 し て い ま す 。  

 

図  ６  岩崎線  ルート図  

  

※ バ ス 停 位 置 に つ い て は 、上 下 線 の 位 置 が 異 な る 既 設 バ ス 停 に お い て 便 宜 上 １ 箇 所 で ま と め て 記 載 し て い ま す 。 

※ 各 路 線 図 は 全 体 路 線 図 か ら 抜 き 出 し て 作 成 し て い る た め 、 地 図 と ず れ て い る 場 合 が あ り ま す 。  
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７ 桃花台線 （ 幹 線 系 路 線 小 牧 駅 系 統 ）  

 中 心 拠 点 で あ る 小 牧 駅 を 起 点 と し 、勤 労 セ ン タ ー を 経 由 し 、 地 域 拠 点 で あ る 桃 花

台 セ ン タ ー を 結 ぶ 路 線 で す 。  

 小 牧 駅 を 乗 り 継 ぎ 拠 点 と し 、 鉄 道 、 民 間 路 線 バ ス 、 他 の 幹 線 系 路 線 小 牧 駅 系 統 と

接 続 す る ほ か 、 桃 花 台 セ ン タ ー に お い て も 民 間 路 線 バ ス 、 幹 線 系 路 線 味 岡 駅 系 統 、

支 線 系 路 線 桃 花 台 系 統 と 接 続 し て い ま す 。  

 

図  ７  桃花台線  ルート図  

  

※ バ ス 停 位 置 に つ い て は 、上 下 線 の 位 置 が 異 な る 既 設 バ ス 停 に お い て 便 宜 上 １ 箇 所 で ま と め て 記 載 し て い ま す 。 

※ 各 路 線 図 は 全 体 路 線 図 か ら 抜 き 出 し て 作 成 し て い る た め 、 地 図 と ず れ て い る 場 合 が あ り ま す 。  
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11 味岡桃花台線 （ 幹 線 系 味 岡 駅 系 統 ）  

 地 域 拠 点 で あ る 味 岡 駅 を 中 心 と し 、 小 牧 地 区 方 面 へ は 、 小 牧 原 を 経 由 し 、 中 心 拠

点 で あ る 小 牧 市 民 病 院 を 結 び 、 篠 岡 地 区 方 面 へ は 、 本 庄 北 、 上 水 道 管 理 セ ン タ ー を

経 由 し 、 地 域 拠 点 で あ る 桃 花 台 セ ン タ ー を 結 ぶ 路 線 で す 。  

 味 岡 駅 で は 、 鉄 道 、 他 の 幹 線 系 路 線 味 岡 駅 系 統 、 支 線 系 味 岡 駅 系 統 と 接 続 す る ほ

か 、 小 牧 市 民 病 院 で は 、 民 間 路 線 バ ス 、 他 の 幹 線 系 路 線 、 支 線 系 市 民 病 院 系 統 と 接

続 し 、 桃 花 台 セ ン タ ー に お い て も 、 民 間 路 線 バ ス 、 支 線 系 路 線 桃 花 台 系 統 と 接 続 し

て い ま す 。  

 

図  11 味岡桃花台線  ルート 図  

  

※ バ ス 停 位 置 に つ い て は 、上 下 線 の 位 置 が 異 な る 既 設 バ ス 停 に お い て 便 宜 上 １ 箇 所 で ま と め て 記 載 し て い ま す 。 

※ 各 路 線 図 は 全 体 路 線 図 か ら 抜 き 出 し て 作 成 し て い る た め 、 地 図 と ず れ て い る 場 合 が あ り ま す 。  
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12 文津線 （ 幹 線 系 路 線 味 岡 駅 系 統 ）  

 地 域 拠 点 で あ る 味 岡 駅 を 起 点 と し 、 文 津 を 経 由 し 、 中 心 拠 点 で あ る 小 牧 駅 、 小 牧

市 民 病 院 、 小 牧 市 役 所 を 結 び 、 「 １  小 牧 駅 市 役 所 線 」 を 補 完 す る 役 割 も 担 う 路 線

で す 。  

 小 牧 駅 を 乗 り 継 ぎ 拠 点 と し 、 鉄 道 、 民 間 路 線 バ ス 、 幹 線 系 路 線 小 牧 駅 系 統 と 接 続

す る ほ か 、 小 牧 市 民 病 院 で は 、 民 間 路 線 バ ス 、 他 の 幹 線 系 路 線 、 支 線 系 市 民 病 院 系

統 と 接 続 し 、 味 岡 駅 に お い て も 鉄 道 、 他 の 幹 線 系 路 線 味 岡 駅 系 統 、 支 線 系 路 線 味 岡

駅 系 統 と 接 続 し て い ま す 。  

 

図  12 文津線  ルート図  

  

※ バ ス 停 位 置 に つ い て は 、上 下 線 の 位 置 が 異 な る 既 設 バ ス 停 に お い て 便 宜 上 １ 箇 所 で ま と め て 記 載 し て い ま す 。 

※ 各 路 線 図 は 全 体 路 線 図 か ら 抜 き 出 し て 作 成 し て い る た め 、 地 図 と ず れ て い る 場 合 が あ り ま す 。  
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13 野口大山線 （ 幹 線 系 味 岡 駅 系 統 ）  

 地 域 拠 点 で あ る 味 岡 駅 を 起 点 と し 、第 １ 老 人 福 祉 セ ン タ ー 野 口 の 郷 、温 水 プ ー ル 、

市 民 四 季 の 森 を 経 由 し 、 地 域 拠 点 で あ る 桃 花 台 セ ン タ ー を 結 ぶ 路 線 で す 。  

 味 岡 駅 で は 、 鉄 道 、 他 の 幹 線 系 路 線 味 岡 駅 系 統 、 支 線 系 味 岡 駅 系 統 と 接 続 す る ほ

か 、 桃 花 台 セ ン タ ー に お い て も 、 民 間 路 線 バ ス 、 支 線 系 路 線 桃 花 台 系 統 と 接 続 し て

い ま す 。  

 

図  13 野口大山線  ルート図  

  

※ バ ス 停 位 置 に つ い て は 、上 下 線 の 位 置 が 異 な る 既 設 バ ス 停 に お い て 便 宜 上 １ 箇 所 で ま と め て 記 載 し て い ま す 。 

※ 各 路 線 図 は 全 体 路 線 図 か ら 抜 き 出 し て 作 成 し て い る た め 、 地 図 と ず れ て い る 場 合 が あ り ま す 。  



11 
 

Ｈ１ 舟津線 （ 支 線 系 路 線 市 民 病 院 系 統 ）  

 中 心 拠 点 で あ る 小 牧 市 民 病 院 を 起 点 と し 、 小 牧 市 役 所 、 舟 津 を 経 由 し 、 三 ツ 渕 地

区 の 南 を 結 ぶ 路 線 で す 。  

 小 牧 市 民 病 院 で は 、 民 間 路 線 バ ス 、 他 の 幹 線 系 路 線 、 支 線 系 市 民 病 院 系 統 と 接 続

し て い ま す 。  

 ま た 本 路 線 は 、 「 Ｈ ２  三 ツ 渕 北 線 」 と 交 互 に 運 行 し 、 バ ス １ 台 で ２ 路 線 を ま か

な い ま す 。そ の た め 、 西 部 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー ゆ う 友 せ い ぶ ま で 乗 り 継 ぎ な し で

行 く こ と が 可 能 で す 。  

 

図  Ｈ１  舟津線  ルート図  

  

※ バ ス 停 位 置 に つ い て は 、上 下 線 の 位 置 が 異 な る 既 設 バ ス 停 に お い て 便 宜 上 １ 箇 所 で ま と め て 記 載 し て い ま す 。 

※ 各 路 線 図 は 全 体 路 線 図 か ら 抜 き 出 し て 作 成 し て い る た め 、 地 図 と ず れ て い る 場 合 が あ り ま す 。  
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Ｈ２ 三ツ渕北線 （ 支 線 系 路 線 市 民 病 院 系 統 ）  

 中 心 拠 点 で あ る 小 牧 市 民 病 院 を 起 点 と し 、西 部 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー ゆ う 友 せ い

ぶ を 経 由 し 、 三 ツ 渕 地 区 の 北 を 結 ぶ 路 線 で す 。  

 ゆ う 友 せ い ぶ へ は 、 行 き 帰 り の 利 用 を 考 慮 し 、 ２ 度 乗 り 入 れ て い ま す 。  

 小 牧 市 民 病 院 で は 、 民 間 路 線 バ ス 、 幹 線 系 路 線 、 他 の 支 線 系 市 民 病 院 系 統 と 接 続

す る ほ か 、 大 口 町 内 に お い て 大 口 町 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス に 接 続 し ま す 。  

 ま た 本 路 線 は 、 「 Ｈ １  舟 津 線 」 と 交 互 に 運 行 し 、 バ ス １ 台 で ２ 路 線 を ま か な い

ま す 。 そ の た め 、 小 牧 市 役 所 ま で 乗 り 継 ぎ な し で 行 く こ と が 可 能 で す 。  

 

図  Ｈ２  三ツ渕北線  ルート 図  

  

※ バ ス 停 位 置 に つ い て は 、上 下 線 の 位 置 が 異 な る 既 設 バ ス 停 に お い て 便 宜 上 １ 箇 所 で ま と め て 記 載 し て い ま す 。 

※ 各 路 線 図 は 全 体 路 線 図 か ら 抜 き 出 し て 作 成 し て い る た め 、 地 図 と ず れ て い る 場 合 が あ り ま す 。  
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Ｈ３ 村中線 （ 支 線 系 路 線 市 民 病 院 系 統 ）  

 中 心 拠 点 で あ る 小 牧 市 民 病 院 を 起 点 と し 、 小 牧 市 役 所 を 経 由 し 、村 中 を 結 ぶ 路 線

で す 。  

 小 牧 市 民 病 院 で は 、 民 間 路 線 バ ス 、 幹 線 系 路 線 、 他 の 支 線 系 市 民 病 院 系 統 と 接 続

す る ほ か 、 大 口 町 内 に お い て 大 口 町 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス に 接 続 し ま す 。  

 ま た 本 路 線 は 、 「 Ｈ ４  間 々 原 線 」 と 交 互 に 運 行 し 、 バ ス １ 台 で ２ 路 線 を ま か な

い ま す 。そ の た め 、市 民 会 館 や パ ー ク ア リ ー ナ 小 牧 ま で 乗 り 継 ぎ な し で 行 く こ と が

可 能 で す 。  

 

図  Ｈ３  村中線  ルート図  

  

※ バ ス 停 位 置 に つ い て は 、上 下 線 の 位 置 が 異 な る 既 設 バ ス 停 に お い て 便 宜 上 １ 箇 所 で ま と め て 記 載 し て い ま す 。 

※ 各 路 線 図 は 全 体 路 線 図 か ら 抜 き 出 し て 作 成 し て い る た め 、 地 図 と ず れ て い る 場 合 が あ り ま す 。  
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Ｈ４ 間々原線 （ 支 線 系 路 線 市 民 病 院 系 統 ）  

 中 心 拠 点 で あ る 小 牧 市 民 病 院 を 起 点 と し 、 市 民 会 館 を 経 由 し 、 間 々 原 を 結 ぶ 路 線

で す 。  

 小 牧 市 民 病 院 で は 、 民 間 路 線 バ ス 、 幹 線 系 路 線 、 他 の 支 線 系 市 民 病 院 系 統 と 接 続

し て い ま す 。  

 ま た 本 路 線 は 、 「 Ｈ ３  村 中 線 」 と 交 互 に 運 行 し 、 バ ス １ 台 で ２ 路 線 を ま か な い

ま す 。 そ の た め 、 小 牧 市 役 所 や 西 部 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー ゆ う 友 せ い ぶ ま で 乗 り 継

ぎ な し で 行 く こ と が 可 能 で す 。  

 

図  Ｈ４  間々原線  ルート図  

  

※ バ ス 停 位 置 に つ い て は 、上 下 線 の 位 置 が 異 な る 既 設 バ ス 停 に お い て 便 宜 上 １ 箇 所 で ま と め て 記 載 し て い ま す 。 

※ 各 路 線 図 は 全 体 路 線 図 か ら 抜 き 出 し て 作 成 し て い る た め 、 地 図 と ず れ て い る 場 合 が あ り ま す 。  
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Ｈ５ 春日寺線 （ 支 線 系 路 線 市 民 病 院 系 統 ）  

 中 心 拠 点 で あ る 小 牧 市 民 病 院 を 起 点 と し 、 小 牧 口 駅 、 北 外 山 県 住 、 南 部 コ ミ ュ ニ

テ ィ セ ン タ ー ふ ら っ と み な み 、 間 内 駅 を 経 由 し 、 春 日 寺 を 結 ぶ 路 線 で す 。  

 小 牧 市 民 病 院 で は 、 民 間 路 線 バ ス 、 幹 線 系 路 線 、 他 の 支 線 系 市 民 病 院 系 統 と 接 続

し 、 小 牧 口 駅 、 間 内 駅 に つ い て も 鉄 道 、 民 間 路 線 バ ス と 接 続 し て い ま す 。  

 

図  Ｈ５  春日寺線  ルート図  

  

※ バ ス 停 位 置 に つ い て は 、上 下 線 の 位 置 が 異 な る 既 設 バ ス 停 に お い て 便 宜 上 １ 箇 所 で ま と め て 記 載 し て い ま す 。 

※ 各 路 線 図 は 全 体 路 線 図 か ら 抜 き 出 し て 作 成 し て い る た め 、 地 図 と ず れ て い る 場 合 が あ り ま す 。  
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Ｈ６ 多気線 （ 支 線 系 路 線 市 民 病 院 系 統 ）  

 中 心 拠 点 で あ る 小 牧 市 民 病 院 を 起 点 と し 、 保 健 セ ン タ ー 、第 2 老 人 福 祉 セ ン タ ー

小 針 の 郷 、北 里 市 民 セ ン タ ー 、地 域 拠 点 で あ る 藤 島 を 経 由 し 、多 気 を 結 ぶ 路 線 で す 。  

 小 牧 市 民 病 院 で は 、 民 間 路 線 バ ス 、 幹 線 系 路 線 、 他 の 支 線 系 市 民 病 院 系 統 と 接 続

し 、 藤 島 に つ い て も 民 間 路 線 バ ス と 接 続 し て い ま す 。  

 

図  Ｈ６  多気線  ルート図  

  

※ バ ス 停 位 置 に つ い て は 、上 下 線 の 位 置 が 異 な る 既 設 バ ス 停 に お い て 便 宜 上 １ 箇 所 で ま と め て 記 載 し て い ま す 。 

※ 各 路 線 図 は 全 体 路 線 図 か ら 抜 き 出 し て 作 成 し て い る た め 、 地 図 と ず れ て い る 場 合 が あ り ま す 。  
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Ａ１ 田県線 （ 支 線 系 路 線 味 岡 駅 系 統 ）  

 地 域 拠 点 で あ る 味 岡 駅 を 起 点 と し 、 田 県 神 社 前 駅 を 経 由 し 、 た が た 苑 団 地 、 久 保

山 団 地 西 を 結 ぶ 路 線 で す 。  

 味 岡 駅 で は 鉄 道 、幹 線 系 路 線 味 岡 駅 系 統 、 他 の 支 線 系 路 線 味 岡 駅 系 統 と 接 続 し て

い る ほ か 、 田 県 神 社 前 駅 で は 、 鉄 道 、 犬 山 市 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス と 接 続 し て い ま す 。 

 ま た 本 路 線 は 、 「 Ａ ２  久 保 一 色 線 」 、 「 Ａ ３  岩 崎 原 線 」 と 交 互 に 運 行 し 、 バ

ス １ 台 で ３ 路 線 を ま か な い ま す 。そ の た め 、 味 岡 市 民 セ ン タ ー や パ ー ク ア リ ー ナ 小

牧 ま で 乗 り 継 ぎ な し で 行 く こ と が 可 能 で す 。  

 

図  Ａ１  田県線  ルート図  

  

※ バ ス 停 位 置 に つ い て は 、上 下 線 の 位 置 が 異 な る 既 設 バ ス 停 に お い て 便 宜 上 １ 箇 所 で ま と め て 記 載 し て い ま す 。 

※ 各 路 線 図 は 全 体 路 線 図 か ら 抜 き 出 し て 作 成 し て い る た め 、 地 図 と ず れ て い る 場 合 が あ り ま す 。  
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Ａ２ 久保一色線 （ 支 線 系 路 線 味 岡 駅 系 統 ）  

 地 域 拠 点 で あ る 味 岡 駅 を 起 点 と し 、 味 岡 市 民 セ ン タ ー を 経 由 し 、久 保 一 色 地 区 を

結 ぶ 路 線 で す 。  

 味 岡 駅 で は 鉄 道 、幹 線 系 路 線 味 岡 駅 系 統 、 他 の 支 線 系 路 線 味 岡 駅 系 統 と 接 続 し て

い ま す 。  

 ま た 本 路 線 は 、 「 Ａ １  田 県 線 」 、 「 Ａ ３  岩 崎 原 線 」 と 交 互 に 運 行 し 、 バ ス １

台 で ３ 路 線 を ま か な い ま す 。そ の た め 、田 県 神 社 前 駅 や パ ー ク ア リ ー ナ 小 牧 ま で 乗

り 継 ぎ な し で 行 く こ と が 可 能 で す 。  

 

図  Ａ２  久保一色線  ルート 図  

  

※ バ ス 停 位 置 に つ い て は 、上 下 線 の 位 置 が 異 な る 既 設 バ ス 停 に お い て 便 宜 上 １ 箇 所 で ま と め て 記 載 し て い ま す 。 

※ 各 路 線 図 は 全 体 路 線 図 か ら 抜 き 出 し て 作 成 し て い る た め 、 地 図 と ず れ て い る 場 合 が あ り ま す 。  
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Ａ３ 岩崎原線 （ 支 線 系 路 線 味 岡 駅 系 統 ）  

 地 域 拠 点 で あ る 味 岡 駅 を 起 点 と し 、岩 崎 地 区 を 経 由 し 、 パ ー ク ア リ ー ナ 小 牧 を 結

ぶ 路 線 で す 。  

 味 岡 駅 で は 鉄 道 、幹 線 系 路 線 味 岡 駅 系 統 、 他 の 支 線 系 路 線 味 岡 駅 系 統 と 接 続 し て

い ま す 。  

 ま た 本 路 線 は 、 「 Ａ １  田 県 線 」 、 「 Ａ ２  久 保 一 色 線 」 と 交 互 に 運 行 し 、 バ ス

１ 台 で ３ 路 線 を ま か な い ま す 。 そ の た め 、田 県 神 社 前 駅 や 味 岡 市 民 セ ン タ ー ま で 乗

り 継 ぎ な し で 行 く こ と が 可 能 で す 。  

 

図  Ａ３  岩崎原線  ルート図  

  

※ バ ス 停 位 置 に つ い て は 、上 下 線 の 位 置 が 異 な る 既 設 バ ス 停 に お い て 便 宜 上 １ 箇 所 で ま と め て 記 載 し て い ま す 。 

※ 各 路 線 図 は 全 体 路 線 図 か ら 抜 き 出 し て 作 成 し て い る た め 、 地 図 と ず れ て い る 場 合 が あ り ま す 。  
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Ｔ１ 篠岡光ヶ丘線 （ 支 線 系 路 線 桃 花 台 系 統 ）  

 地 域 拠 点 で あ る 桃 花 台 セ ン タ ー を 起 点 と し 、 篠 岡 地 区 を 経 由 し 、 中 央 道 桃 花 台 を

結 ぶ 路 線 で す 。  

 桃 花 台 セ ン タ ー で は 民 間 路 線 バ ス 、 幹 線 系 路 線 、 他 の 支 線 系 路 線 桃 花 台 系 統 と 接

続 し 、 中 央 道 桃 花 台 で は 都 市 間 高 速 バ ス と 接 続 し て い ま す 。  

 ま た 本 路 線 は 、 「 Ｔ ２  城 山 大 草 線 」 と 交 互 に 運 行 し 、 バ ス １ 台 で ２ 路 線 を ま か

な い ま す 。  

 

図  Ｔ１  篠岡光ヶ丘線  ルー ト図  

  

※ バ ス 停 位 置 に つ い て は 、上 下 線 の 位 置 が 異 な る 既 設 バ ス 停 に お い て 便 宜 上 １ 箇 所 で ま と め て 記 載 し て い ま す 。 

※ 各 路 線 図 は 全 体 路 線 図 か ら 抜 き 出 し て 作 成 し て い る た め 、 地 図 と ず れ て い る 場 合 が あ り ま す 。  
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Ｔ２ 城山大草線 （ 支 線 系 路 線 桃 花 台 系 統 ）  

 地 域 拠 点 で あ る 桃 花 台 セ ン タ ー を 起 点 と し 、 城 山 地 区 、 大 草 地 区 を 経 由 し 、 エ コ

ハ ウ ス ・ 小 牧 を 結 ぶ 路 線 で す 。  

 桃 花 台 セ ン タ ー で は 民 間 路 線 バ ス 、 幹 線 系 路 線 、 他 の 支 線 系 路 線 桃 花 台 系 統 と 接

続 し 、 大 草 で は 、 民 間 路 線 バ ス と 接 続 し て い ま す 。  

 ま た 本 路 線 は 、 「 Ｔ １  篠 岡 光 ヶ 丘 線 」 と 交 互 に 運 行 し 、 バ ス １ 台 で ２ 路 線 を ま

か な い ま す 。  

 

図  Ｔ２  城山大草線  ルート 図  

  

※ バ ス 停 位 置 に つ い て は 、上 下 線 の 位 置 が 異 な る 既 設 バ ス 停 に お い て 便 宜 上 １ 箇 所 で ま と め て 記 載 し て い ま す 。 

※ 各 路 線 図 は 全 体 路 線 図 か ら 抜 き 出 し て 作 成 し て い る た め 、 地 図 と ず れ て い る 場 合 が あ り ま す 。  
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Ｔ３ 池之内上末線 （ 支 線 系 路 線 桃 花 台 系 統 ）  

 地 域 拠 点 で あ る 桃 花 台 セ ン タ ー を 起 点 と し 、 池 之 内 地 区 を 経 由 し 、勤 労 セ ン タ ー

を 結 ぶ 路 線 で す 。  

 桃 花 台 セ ン タ ー で は 民 間 路 線 バ ス 、 幹 線 系 路 線 、 他 の 支 線 系 路 線 桃 花 台 系 統 と 接

続 し て い ま す 。  

 ま た 本 路 線 は 、 「 Ｔ ４  高 根 線 」 と 交 互 に 運 行 し 、 バ ス １ 台 で ２ 路 線 を ま か な い

ま す 。  

 

図  Ｔ３  池之内上末線  ルー ト図  

  

※ バ ス 停 位 置 に つ い て は 、上 下 線 の 位 置 が 異 な る 既 設 バ ス 停 に お い て 便 宜 上 １ 箇 所 で ま と め て 記 載 し て い ま す 。 

※ 各 路 線 図 は 全 体 路 線 図 か ら 抜 き 出 し て 作 成 し て い る た め 、 地 図 と ず れ て い る 場 合 が あ り ま す 。  
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Ｔ４ 高根線 （ 支 線 系 路 線 桃 花 台 系 統 ）  

 地 域 拠 点 で あ る 桃 花 台 セ ン タ ー を 起 点 と し 、 高 根 地 区 を 結 ぶ 路 線 で す 。  

 桃 花 台 セ ン タ ー で は 民 間 路 線 バ ス 、 幹 線 系 路 線 、 他 の 支 線 系 路 線 桃 花 台 系 統 と 接

続 し て い ま す 。  

 ま た 本 路 線 は 、「 Ｔ 3  池 之 内 上 末 線 」と 交 互 に 運 行 し 、バ ス １ 台 で ２ 路 線 を ま か

な い ま す 。  

 

図  Ｔ４  高根線  ルート図  

 

 

※ バ ス 停 位 置 に つ い て は 、上 下 線 の 位 置 が 異 な る 既 設 バ ス 停 に お い て 便 宜 上 １ 箇 所 で ま と め て 記 載 し て い ま す 。 

※ 各 路 線 図 は 全 体 路 線 図 か ら 抜 き 出 し て 作 成 し て い る た め 、 地 図 と ず れ て い る 場 合 が あ り ま す 。  


